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スタジアムの管理・運営
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スタジアムの所有
国 自治体 民間企業

スタジアムの作業
興業
施設の維持・管理
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スタジアム運営人になるには
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学歴・経
験

特に学歴や資格は必要なく、高校や大学を卒業し
て、スタジアムを所有する会社か、スタジアムを所
有する自治体などから運営を任される指定管理会
社に就職する。

主な職場 スタジアム所有会社、スタジアム指定管理会社

指定管理会社に就職した場合は、仕事を通して主
に施設管理について学ぶ。所有会社に就職した場
合は、イベントや興行の企画・誘致などの仕事を担
当することもある。

向いてい
る人

スポーツゲームやイベントが行われる環境を整える
仕事なので、裏方の役割を楽しめる人が向いている。



建 設 費 : 3億6,500万ドル

収容能力 : 43,975人
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スタジアムの看板広告
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Bush Stadium
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プロ野球球団の費用
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球場使用料 10億5,000万円

一試合あたりの球場使用料は、
・東京ドーム・・1,750万円
・札幌ドーム・・基本料金800万＋2万人を超えるごとに

1人当たり400円
⇒札幌ドームの平均入場者は27,027人
なので、1,100万ぐらい。。

・甲子園・・無料←親会社の持ち物で無料
・大阪ドーム・・年間11億ぐらい

←大阪近鉄バッファローズ時代の支払？
・ナゴヤドーム・・年間40億？
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スタジアムの看板広告
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東京ドーム看板広告

安くても１千万円位 またＴＶに映りやすい所だと５千万位。
バックネット広告年間1億円(推定)

新聞の一面広告
･日経新聞約5000万円
･4大誌 (読売･朝日･毎日･産経) 2~4000万円
･スポーツ新聞･地方紙数百万円

ゴールデンタイムのテレビCM (スポット15秒) 2~300万円

電車の中吊り広告
･山手線 (2日) 約180万円
※山手線の窓上広告 (4日) 約80万円

ラッピング広告
･都電 (1ヶ月 / 制作費別) 約5万円
･都バス (同上) 6~30万円

電柱広告(看板の制作費が10,000円以上かかる)
･都内都心部 (1ヶ月 / 制作費別) 2500円前後
･埼玉県都心部 (同上) 2000円
･埼玉県郊外 (同上) 1600円
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東京ドームの看板広告の歴史
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1988年 - 1992年: KIRIN、NISSAN、全日空、MINOLTA、SEIKO、パイオニア、JT、ミサワ
ホーム、NEC
1993年 - 1995年: KONAMI、KIRIN、NISSAN、全日空、ポカリスエット、昭和シェル石油、
パイオニア、JT、セコム、NEC、UCカード
1996年 - 1997年: コナミ、KIRIN、NISSAN、JA共済、オロナミンC、FUJIFILM、パイオニア、
JT、セコム、NEC、UCカード
1998年 - 1999年: コナミ、KIRIN、NISSAN、JRA、オロナミンC、FUJIFILM、パイオニア、JT
、セコム、NEC、UCカード
2000年: HOYA、KIRIN、NISSAN、明治ブルガリアヨーグルト、オロナミンC、FUJIFILM、パ
イオニア、JT、セコム、NEC、UCカード
2001年:HOYA、キリンビバレッジ、NISSAN、明治ブルガリアヨーグルト、スカパー！、
FUJIFILM、パイオニア、オロナミンC、セコム、NEC、UCカード
2002年 - 2004年: コムスン、KIRIN、NISSAN、明治AYA、エプソン、FUJIFILM Finepix、パ
イオニア、アミノバリュー、セコム、ヘーベルハウス、UCカード
2005年: コクヨ、 KIRIN、NISSAN、明治ブルガリアヨーグルト、JAL（日本航空）、FUJIFILM
、パイオニア、オロナミンC、セコム、ヘーベルハウス、UCカード
2006年 - 2007年: コクヨ、KIRIN、JR東日本、明治ブルガリアヨーグルト、HOYA、東京電力
、JINRO、パイオニア、SOYJOY、セコム、ヘーベルハウス、UCカード
2008年:IIJ、KIRIN、JR東日本、明治ブルガリアヨーグルト、NITTAN、JINRO、パイオニア、
オロナミンC、セコム、ヘーベルハウス、UCカード
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日産スタジアム
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スタジアムの総工費：約603億円
スタジアムの維持費：年間約7億円
スタジアムの使用料：フィールドと全スタンドを使用した場
合の基本料金は、プロ料金だと144万円です。アマチュア
料金は、プロの約5分の1です。その他に入場料をとる場合
や物品販売を行う場合、照明や音響等の附帯設備に別途
料金が加算される。
チケット料金：スタジアムを使用する主催者が決める。
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神戸ウイングスタジアム
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ワールドカップのために神戸に作られたウイングスタジア
ムの建設費は約５００億円。

ここにある芝生が特殊で、下にお湯を通してある。これの
維持費だけで年間１億円。
その他の維持費とあわせると、年間約９億円。

で、これだけ金かけといて年間収入は約８０００万円。大赤
字。
これらの費用は我らが神戸市民が負担。
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横浜スタジアム
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日本初の多目的スタジアム
会社名 : 株式会社 横浜スタジアム
設立 ： 昭和52年2月16日
資本金 ： 34億8千万円
業員数 ： 52名
事業内容 ：
・ 野球その他スポーツのための施設の管理運営及び賃貸
・ 各種催し物等のための施設の管理及び賃貸、各種催し物の企画・開催
・ 施設内の広告販売及び放送放映に関する業務
・ 施設内における飲食物等の販売及び食堂の経営
・ 施設内における酒類の販売及び製造たばこの小売
・ 横浜市よりの横浜スタジアム施設の管理受託業務
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味の素スタジアム
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所有者：東京都
運用者：株式会社東京スタジアム
資本金：96億5250万0000円（2007年3月31日現在）
売上高：98億283万7000円（2007年3月期）
総資産：88億9544万8000円（2007年3月31日現在
従業員数：12人（全員出向）
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アロハスタジアム
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設立：1975年9月12日
(ハワイ大学の本拠地だったホノルル・スタジアムから移転)

2007年上半期には2億1600万ドルの費用をかけて大改修工事を行った。



attendance record of 78,603 
$395.4 million for the stadium, $41.7 million
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University of Phoenix Stadium
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カウボーイズ・スタジアム
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現在：AT&Tスタジアム
開場：2009年5月27日[2]
所有者：アーリントン市
運用者：ダラス・カウボーイズ
グラウンド：人工芝
大型映像装置：三菱電機オーロラビジョン
建設費：13億ドル
収容能力：80,000人（通常時）

111,000人（立見席を拡張した場合）
使用チーム、大会：ダラス・カウボーイズ（開場～現在）

コットンボウル（開場～現在）
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University of Nebraska-Lincoln
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Memorial Stadium
Football
1923 : $43 million
8度の改修
Capacity : 99,000
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University of Nebraska-Lincoln
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Devaney Center  
Basketball
Capacity : 13,595
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University of Nebraska-Lincoln
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NU Coliseum 
Volleyball
Wrestling
Capacity : 4,030
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University of Nebraska-Lincoln
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Hawks Field at 
Haymarket Park
Capacity : 8,486
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University of Nebraska-Lincoln
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Nebraska Soccer 
Field
Capacity : 3,500
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University of Nebraska-Lincoln
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Devaney Center 
Natatorium
Capacity : 1,000
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University of Nebraska-Lincoln
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Nebraska Tennis 
Center
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University of Nebraska-Lincoln
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East Campus Bowling 
Lanes

Cost : $4.75 million
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University of Nebraska-Lincoln

22

Wilderness Ridge 
Golf Course

Firethorn Golf 
Course
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University of Nebraska-Lincoln
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All-Sport Training 
Facilities

Cost : $63.5 million
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University of Nebraska-Lincoln
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Bowlin Stadium
Capacity : 2,500

Cost : $4.75 million
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University of Nebraska-Lincoln
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Ed Weir Stadium
Capacity : 3,500
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University of Nebraska-Lincoln
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Devaney Center 
Indoor Track
Capacity : 5,000
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University of Nebraska-Lincoln
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Nebraska Varsity 
Courts
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University of Nebraska-Lincoln
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Nebraska Rifle 
Range
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University of Nebraska-Lincoln
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Pioneers Park
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University of Nebraska-Lincoln
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Pinnacle Bank Arena
men's and women's basketball
women’s volleyball 

capacity of 15,147
$25 million

Pinnacle Bank purchased the naming rights to the arena, 
at a cost of $11.25 million for 25 years.
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スポーツジム・クラブの管理・運営
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スポーツクラブ（ホリデイスポーツクラブ）・ホテル（ABホテ
ル）・賃貸（A･City）という３事業を展開し、売り上げ（2011年
3月期108億300万円）の約8割を占めるスポーツクラブ事業
が全体をけん引している。

会員数は右肩上がりで増えているが、会員の年間来
館日数は100～140日と、業界平均（58日）の約2倍に
達しており、同クラブが個々の会員の生活の一部とし
て定着していることが分かる。

2004年にJASDAQ上場、その後も躍進を続ける企業
愛知県三河安城市に本社を置く東祥
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東洋
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全国45カ所で展開しているスポーツクラブ・ビ
ジネスの営業利益率は22.6％に達しており、
全社レベルでの経常利益率18.5％は同業他
社の2～3％を大きく上回る。
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経済産業省のスポーツクラブの定義
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室内プール、トレーニングジム、スタジオなどの室内運動施設が
あり、指導員を置き、トレーニングの指導などを行う事業所。
ゴルフやダイビングの施設を備えたスポーツクラブもある。

近年はスパやエステ、リラクゼーション施設、レストラン、スポーツ
用品や、サプリメントの販売を行っているところもある。
小型店の中には、あらかじめ設置しなければならないボイラーや

給排水施設を避けるために、雑居ビルの中に施設を集合させて、
シャワールームを撤廃したところもある。

スポーツクラブではないが、ダンススタジオなどでは、スタジオだ
けで、更衣室もシャワールームもないところもあるので、経済産業
省の定義を満たすなら、スポーツクラブにおいて、シャワールー
ムは必須条件ではないことになる。
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総合型地域スポーツクラブ
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スポーツの得意・不得意、性や年齢などにかかわりなく、地域の誰でもが
、継続的にスポーツに親しむことができるような環境づくりを目指すもの。
そのような環境が整えられることは、結果として、種目を超えた協同の体
系（多種目）、世代を超えた人的交流（多世代）、スポーツ参加目的の多様
性（多志向）をもたらす。

「総合型地域スポーツクラブ」の特徴は、多種目、多世代、多志向といっ
た、地域住民にとっての“公共性”が保たれるところにある。

しかしながら、多種目、多世代、多志向という特徴を同時に充たすクラブ
を一朝一夕につくることは容易なことではない。

もちろん、それらの特徴を充たすために「総合型地域スポーツクラブ」づく
りがあるわけではない。それぞれの地域の実状に応じた“公共性”を有す
る地域スポーツクラブづくりの過程、あるいは、その結果として、多種目、
多世代、多志向という特徴がよりよく実現されるものと考えるのが適当。

「総合型地域スポーツクラブ」づくりを、どのような目的のために推し進め
ていくかの認識を如何に共有できるかが大切なこととなってくる。
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なぜ、総合型なのか
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少子高齢化に象徴される社会の変化を考えていくことが大切。これからの地域社
会においては、すべての国民にとっての「健康・安全で文化的な生活」が、極めて
重要な問題となってくる。地域住民一人一人の健康で文化的な生活にとどまらず、
明るく、活力に満ちた地域社会を、社会教育、あるいは、生涯学習の内容として中
心的な位置にあるスポーツを通して実現していくことは、今日（将来）の社会的要
請ともいえる。

スポーツに興味・関心を抱く人々にとどまらず、すべての地域住民がそれぞれの
望む形でスポーツに親しむ（スポーツの良さ＜価値＞に触れてもらう）ことができる
仕組みを整えていくことが大切。そのような社会環境整備を目指すのが総合型地
域スポーツクラブ。

そのためには、学校－地域－職域といった活動の領域ごとに分断されている現
状、競技志向－交流志向－健康志向等、目的意識ごとに分断されている現状、年
齢層ごとに分離されている現状、あるいは、種目ごとに独立・分断されている地域
スポーツ活動の現状を見直し、新たな仕組みを切り拓いていく必要がある。

すべての地域住民に開かれたスポーツ環境づくりは、地域スポーツクラブが（多種
目、多世代、多志向といった）総合型地域スポーツクラブの特徴を具備していく過
程といえる。
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クラブの運営イメージ
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地域スポーツクラブの運営（経営）は、
基本的には、会社の経営のように、会
社の経営者に雇用、使用される従業員
（インストラクターやコーチ）が、顧客に
商品やサービスを供給するというもの
ではない。一部に、企業経営に近い形
のものがあるが、総合型地域スポーツ
クラブのほとんどは、クラブ代表者を関
係者から選任しつつ、代表者に権限が
集中するという形ではなく、地域住民自
らがクラブの指導や運営に参画（ある
いは、近隣在住者に依頼）するという形
をとりながら、組織体制を拡充していく
ということになる（図１）。

会社の運営イメージ 地域スポーツクラブの運営イメージ
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クラブの運営イメージ
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しかし、地域
住民の自助
努力のみに
よる住民参加
型の地域ス
ポーツクラブ
づくりは、具
体的な手順
等まだまだ未
知の部分が
多く、簡単で
はない。そこ
に、社会的支
援が求めら
れる(図２)。
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大手スポーツクラブ
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◎アメリカ
24アワーフィットネス（24 Hour Fitness）
ゴールドジム（Gold's Gym）

◎イギリス
フィットネスファースト（Fitness First）
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日本におけるスポーツクラブ
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1970年、新宿に建設した「スポーツ会館」がその草分け

市場規模は約2,940億円
会員数の合計は278万人
（今後さらに成長すると見込まれている）

◎大手のスポーツクラブ
セントラルスポーツ
コナミスポーツクラブ
ティップネス
ルネサンス
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施設
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室内プール・トレーニングジム・スタジオの3つが、も
っとも基本的な施設。

ゴルフやテニスやダイビングのスクール、フットサル
のコート、レストランを併設する店舗もある。

また、近年は、スパやサウナ、マッサージ、エステな
ど、リラクゼーション施設を兼ね備えたスポーツクラ
ブも増えている。

スポーツクラブで必要なウェア、シューズ、バッグ、ス
イムウェア、飲料、サプリメントなどを販売する売店を
併設する店舗もある。
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会員制度
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多くの場合、入会時に入会金を支払うほか、月単
位の会費を払う（数千円～2万円程度が多い）。
ただし「キャンペーン」と称して、一定の条件付き
で、入会金無料や、1か月分の月会費が無料とな
る場合もある。

福利厚生への対応として、企業の社員や健康保
険組合の組合員を対象にした「法人会員」制度を
設けている場合も少なくない。
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プログラム
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インストラクターの指導の下に行われるプログラム
は、グループエクササイズ、レッスンとも呼ばれ、
無料で受講できる場合が多い。
時間は30分~60分が中心である。
スタジオプログラムは、自社開発のオリジナルプロ
グラム・プログラム開発会社のプログラム・インスト
ラクター独自のプログラムなどがある。
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従業員

43

正社員の比率は従業員全体の2割以下。
他産業に比べパートやアルバイトの率が高い。
また、従業員のほとんどはインストラクターである。

外部契約でレッスン業務に従事するインストラクタ
ーも多いが、賃金的には低く、ワーキングプアな状
況が続いている。
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フィットネスクラブ

44

【経済産業省の定義】

室内プールの他に室内運動施設を有しない事業所は除
外するとされている。

ハード面では、室内プール、トレーニングジム、スタジオ
など室内の運動施設が必要である。

ソフト面では、インストラクター、トレーナーなどの指導員
を配置することが求められる。

フィットネスクラブの会員に対してスポーツ、体力向上な
どのトレーニング方法などを教授することが必要。
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「体力つくり運動」から
「総合型地域スポーツクラブ」へ
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クラブマネジャー・コーディネータ
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◎クラブマネージャー

『クラブ』の経営管理者として、経理・情報管
理などの総合的なマネジメントを担う。

◎クラブコーディネーター

『クラブ』において、事務事業の企画・運営に
携わるとともに、『クラブ』外の指導者を活用
するための調整などを行なう、『クラブ』のリー
ダー的役割を担う。
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フィットネスクラブ
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08年度のフィットネスクラブ市場規模は2941億円（1024事業所売上高合計）。
会員は276万人で、利用者延べ人数は何と約2億人。
全国民が年に2回は利用している計算になる。

一方、フィットネスクラブの従業者は正社員が6998人、
パート等が2万9417人で計3万6415人。
正社員・パートを問わずインストラクターやトレーナーは3万448人。
フィットネスクラブで働く人の8割以上がインストラクターやトレーナー。

フィッネスクラブ最大手は、
コナミスポーツ＆ライフ：同社はゲームソフトのコナミの子会社、06年に上場を廃止。
明治製菓（明治スポーツプラザ）やJR東日本（JR東日本スポーツ）、大和ハウス工業
（日本体育施設運営）、岐阜県が拠点のスーパー、バロー（アクトス）なども子会社で
展開しているが、いずれも未上場。
上場企業組は、セントラルスポーツ、ルネサンス、メガロス、東祥。
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フィットネスクラブの収益
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ルネサンス
同社はインキ世界トップのDIC（旧大日本インキ）系列
三菱地所の子会社リーヴ・スポーツを吸収合併している企業

09年3月期、
運営受託を含めて107クラブを展開。
会員約33万人を要して355億円の売上高を計上。

経費は、インストラクター等人件費が105億円。
それに委託人件費や管理部門等従業員関連人件費、役員報酬・賞与を含めると人
件費関連の総額は119億円に達する。

売上高に占める人件費関連の割合はおよそ34％。
逆に言えば、利用料金の3割強がインストラクター代。
そこから、従業員の平均年間給与487 万円、社内取締役平均年収1453万円、社外
取締役480万円となっている。
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従業員の比較
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コナミスポーツ＆ライフ ： 574万円
セントラルスポーツ ： 509万円
メガロス ： 463万円
東祥 ： 372万円

ちなみに、上場企業でエステティックサロンを展開するラ・パル
レ
08年に同業の不二ビューティ（たかの友梨ビューティクリニック
を運営）の社長に第三者割当増資を実施し、約20億円を調達
しているが、従業員の平均年間給与は368万円。
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フィットネスインストラクターになるには
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①社員や契約社員として、１つ（または同系列）のクラブで働くこ
とを前提にした方法

１）大学や専門学校を卒業後、フィットネスクラブを運営する会
社に就職。そこで、社内研修を受け、フィットネスインストラクタ
ー・トレーナーになる。

※主要なフィットネスクラブでは、社内でフィットネスインストラク
ター・トレーナー養成コースを開催していることが多い。

会社によっては、社員だけでなく、一般の参加者と同じ養成コー
スに通わせることもある。
２）学生時代からアルバイトでフィットネスクラブで働く。そこで、

社内研修を受けてフィットネスインストラクター・トレーナーにな
る。そこから契約社員→社員になる。
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フリーランスとして、
複数のクラブで働くことを前提にした方法
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①日本のフィットネスクラブや、個人が経営しているスタジオ、そのほかフィットネス関連会
社の主催するフィットネス（エアロビクス・ＳＴＥＰ）インストラクター・トレーナー養成コースや
ティーチャーズトレーニングに通って、フィットネスインストラクター・トレーナーになる。

期間は、様々。最近では、仕事をしている人も通えるように、平日夜や、土日に開催してい
るところもある。

②フィットネス関連団体（ＪＡＦＡ・ＡＦＡＡ・ＪＡＦ・ＡＦＴなど）、健康･体力づくり事業財団など
が行っている資格認定試験に合格する。
（ただし、合格したからといって、すぐに仕事がもらえるというわけではない。）

③海外のフィットネス団体や教育団体が発行する資格を取得する。

最近では、ＹＯＧＡ、ピラティス、ジャイロキネシスなどの勉強をしに海外に行く人も増えて
いる。

ただし、上記のような形でフィットネスインストラクター・トレーナーになったとしても、 フリー
ランスは自分で仕事をＧＥＴする必要がある。
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フィットネスインストラクター・
トレーナーとして仕事を得るには
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①友人や先輩インストラクターからの紹介

紹介されてすぐにレッスンを担当できる場合もあるが、まずは登録（所属）イ
ンストラクターとなり、代行（風邪などをひいてしまって、レッスンできなくなっ
てしまった人のレッスンを変わりに行うこと）からスタートすることが多い。
また、その際にも簡単なスキルチェック（5～１０分くらいリード（レッスンの指
導）をしたり、人のレッスンに参加）や面接などを行うところがほとんど。

②フィットネスクラブなどが開催するオーディションに参加する
多くのフィットネスクラブは新規ＯＰＥＮする際に、オーディションを行う。

一度に多くの人数が仕事をＧＥＴできる半面、立地の良い場所（駅近くなど）
によっては、オーディションにたくさんの人数が集まり、激戦となることもある。

また、４月と１０月がスタジオプログラムの改変や契約更新（特に３月が多
い）時期にあたるので、１～３月、７～９月は求人募集をしていなくても、急に
インストラクターが足りなくなってしまったりするところも多い。
まめに連絡をとっておくと、チャンスは多く回ってくる。
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インストラクターの給料、勤務時間、休日
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一般的なスポーツジムに就職すると、
初任給は月17〜20万円が相場。
年収にすると、200万円〜300万円程度。

勤務時間は一般的には8時間だが、
ジムの開いている時間が長い場合には、シフ
ト制の勤務となる。

また、スポーツジムは通常土日が最も利用者
が多くなるので、土日に働き、平日に休むと
いった勤務形態となる。
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フリーの場合
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フリーの場合、複数のクラブをかけ持ちして働くことになる。
給料は１コマでの給与形態になることが多く、相場は1時間当たり3,000円〜
5,000円程度。

知名度や人気によって、契約金額がもっと高い場合もある。
週12本程度のレッスンで月15万〜24万円ほどとなるが、契約本数やレッスン料
によって月収が大きく異なる。

きちんとした収入を得るためには、他のインストラクターにはない指導方法や楽
しい指導方法などを考え、人気を集めていくことが大切になる。

休日は、スポーツジム同様、不定期になるが、レッスンの数によっては、休み
が少なくなってしまう場合もある。

逆に言うと、自分のペースに合わせて働くことができるので、他の仕事かけ持
ちをしたり、家事や育児と両立しながら働くといったことも可能となる。
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フリーのエアロビ・インストラクターの場合
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イントラ歴は３年で週１１本担当。

週１１本というと多いと感じるかもしれないが、朝夜１レッスンづつを４日、朝昼夜
を１日やれば週休２日。
（ちなみに協会では週１２本以下が望ましいといわれている）

現在１レッスン（６０分）当たり４５００円～１３０００円。

（１３０００円はスポーツクラブではなく文化センターのエアロビクスクラスの講師）
インストラクターは他スポーツクラブ以外にも公共施設、サークル、病院で妊婦の
ためのマタニテイビクス、老人ホームでお年寄り向けのクラスなど活躍の場はた
くさんある。
勉強会に積極的に参加して自分のスキルをあげれば活躍の幅はもっと広がる。

月手取りは２５～３０万前後。
そこから経費（交通費、CD、ウエア、講習会、協会費、交際費など）を申告。
ひとり暮らししながら続けてる人もたくさんいる。
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